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～ 重点目標 ～ 

ONE TEAMで 

大空学園義務教育学校へ
家庭・地域に支えられ 

共にあゆみ、共につくる 

夢のある学校 

 

 

 

 

早いもので、１学期の修了式が明日になりました。この期間 特殊な環境は変わら

ず、保護者の皆様には様々なご苦労・ご心配をおかけいたしましたが、３大行事の１

つである体育祭も無事終了し、生徒の顔にも達成感を見ることができました。また、

部活動では、それぞれの部が、これまでの練習の成果を各大会で存分に発揮していま

した。結果より取組の過程が大切なのは、学習だけではなく行事や部活動も同じです。

ただ言えることは、子どもたちは間違いなく成長していると言うことです。これから

始まる２７日間の夏休みは、３年生にとっては勝負の夏。２年生にとっては鍛える夏。

１年生にとっては挑戦の夏です。とにかく学習の差が最も現れる時期が夏休みです。子どもの成長を２学期につなげるため、

夏の過ごし方に向け、家庭生活について子どもと真剣に話し合い、未来への努力の伴走をお願いいたします。 

 

 

 

 

人は「全力でやりきった時こそ次への意欲がわく」といわれます。中途半端で力を出し切ら

ないときは、何かしっくりこないものです。学校では部活動で引退した生徒が、自分の成績を

２ランクも３ランクも上げることを見る事ができます。何かをやりきった時、次への力が湧き

出てその結果となって表れる それなんだと思います。 

「全力で努力して力を出し切る」その癖を子どもたちに身につけさせることが大切だと思い

ます。小さな事でも最後まで手を抜かずやりきる。この積み上げの癖をつけることは、将来大

人になっても大きな武器となります。この癖をつける絶好の機会が夏休みです。そして、癖を

つけるためには、保護者の方の協力を必要としている子どもが多くいます。次の３点を気にしながら家庭生活の充実をお願

いできればと思います。 

① テストの成績で特に苦手と思われる教科を２教科に絞って確認する。 

② 苦手な教科を中心（毎日）に学習計画を立てさせる（学校でも計画表を配っていますので、親が確認することがポイ

ントです） 

③ 毎日夕方、又は夕食前後に計画の状況を確認（徹底的に）する。やってなければ寝る前までにやるように！ 

この繰り返しで、自分で決めて、自分で出し切る挑戦をさせることが大切です。 

 

国語教育で有名な「大村はま」先生は、次のような言葉を残しています。 

「子どもをかわいいと言うのでしたら、子どもが一人で生きていくときに、泣くことのないようにしてやりたいと思いま

す。今のうちなら、たとえ勉強が苦しくて泣いたってかまわないのですが、いちばん大事なときに泣かないようにしてやり

たいと思います。」 

子どもの可能性を信じて、２学期の飛躍につなげるために、この夏は、いつもと少し違う取組で、心を鍛えて子どもたち

に挑戦する機会を家庭で作ってみるのはいかがでしょうか。 



大空町の尾関土建さんが、ボランティアで校舎周

りの草刈りをしてくださいました。生徒会長と私で

感謝状をお渡しし、お礼を申し上げました。本当に

感謝です。ありがとうございました。 

 

 

 

今年も夏の中体連十勝大会が終わりました。特に３年生の生徒にとっては、様々な思いで迎えた最後の大会でしたが、多

くの生徒がやりきった顔を見せてくれました。大会を迎えるにあたって、市内中体連の数日前から、集合した形での中体連

壮行会が開催できないことから、数日にわたりお昼の放送を活用して、キャプテンが大会への意気込みを話す場面を設定し

ました。「全力でやる」「これまでの練習の成果を出す」等々それぞれ頼もしい挨拶でした。最後の日に私からも生徒のみん

なに次のようなお話をさせていただきました。 

 〇中学校の部活動は仲間がいて仲間と共に戦うことに意義があること。 

 〇部活動での仲間は生涯の友となることもあること。 

 〇結果だけでなく、仲間と協力することが大切であること。 

〇感謝の気持ちを忘れないでほしいこと（顧問の先生や保護者への） 

 〇親もとてもドキドキしながら見送りをしてくれていること。 

だから元気で帰ってくることが大切なこと（事故に遭わないこと） 

 自分自身も中学校では部活動（バレーボール）漬けの日々を送っていただけに、熱くならないよう自身に言い聞かせなが

らお話をしました。心も体も成長する中学校時代。学習と部活動の両立は簡単なことではありませんが、挑戦してみなけれ

ばその隠された能力は埋もれたままかもしれません。「文武両道」これからもこの精神で子どもたちを励ましていきたい思

います。 
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７月６日と明日２１日に再び小中学校の先生方が一堂に会しての合同研修会が行われます。具体的な教

科指導の内容を小中学校の先生が協力して９年間の計画を立てることが大きな作業です。先生方の夏休み

の宿題にもなり大変な作業ですが、しっかりと進めていきたいと思います。また、総合的な学習の時間の

計画も子どもたちが目標を持って主体的に取り組めるように、すべて系統性のある形に、内容も含めて改

編作業が進んでいます。今は、ソフト面の充実に全力を挙げて取り組んでいると言ったところです。 

改修工事も順調に進んでいます。校長室が完成し、新たな印刷室や事務室も稼働し始めました。増築等

の囲いが外されました。新体育館が外から見られます。夏休み明けが楽しみです。 

先月から小学校の校長先生と共に小中一貫のお便りも配布しています。ご一読いただけたら幸いです。 

タブレット端末の活用については、以前お話ししていま

すが、学校では授業の特性に応じて、鉛筆や同じようにノ

ートと同じように文房具の一部としての活用が加速してい

ます。この夏休みには、タブレットの持ち帰りを行います

ので、家庭での約束事を決めて有効な学習ツールとなるよ

うご協力をお願いします。 


